
 
平成 20年 12月 
飯山市教育委員会 

 
「地震防災対策特別措置法の一部を改正する法律」（平成 20年法律第 72号）に基づき、公立の
小中学校の校舎等について、耐震診断の実施及び診断結果の公表が義務付けられました。 
 当市では、現状校舎等の耐震診断結果並びに改修状況について、次のとおりとなっておりま

す。引続き耐震事業も含め小中学校の安心安全な管理運営に努めていきますのでよろしくお願

いします。 
 
１．耐震化対象建築物（Ｓ55以前）の現状※現行の耐震基準が導入される以前の対象建物 
〇小学校 
  ・岡山小学校 校舎（Ｓ４９） １棟 H８診断  Ｉｓ値＝ ０．９８(耐震化不必要) 
         屋体（Ｓ５０） １棟 H８ 耐震化済み 
  ・東小学校  校舎（Ｓ５４） ２棟 H19診断（1次簡易） → 下記 
         屋体（Ｓ５４） １棟 H８ 耐震化済み 
  ・戸狩小学校 校舎（Ｓ５１） ２棟 H１８診断  Ｉｓ2値＝ ０．７５～２．７９ 

(耐震化不必要)  
         屋体（Ｓ５２） １棟 H８ 耐震化済み 

 
〇中学校 

  ・第一中学校 校舎（Ｓ４１） ４棟 Ｈ19診断（２次）   → 下記 
         屋体（Ｓ４２） １棟 Ｈ８耐震化済み 
  ・第二中学校 校舎（Ｓ３９） ４棟 診断未実施 → H22~統合計画により未使用   
         屋体（Ｓ４０） １棟 Ｈ８耐震化済み 
  ・第三中学校 校舎（Ｓ４３） ３棟 診断未実施 → H22~統合計画により未使用 
         屋体（Ｓ４４） １棟 Ｈ８耐震化済み 
  
          
２．耐震化対象施設の状況（対応） 
 〇東小学校 （飯山市大字瑞穂４１３） 

耐震１次簡易診断結果  Ｉｓ１値 ０．５３ ～ １．７０  
⇒ H20年度 総務省交付金により 耐震２次（精密）診断実施  
→ 結果に基づき必要に応じて補強計画立案 

 〇第一中学校（飯山市大字飯山３５０） 
   耐震２次診断結果    Ｉｓ2値 ０．３１ ～ １．７４ 
  ⇒ 平成 22年４月からの新中学校校舎活用にあたり、県高校再編計画を踏まえた改修計画

を計画中。 



 
 
～ 耐震化メモ ～ 

 

※ 国の基準からＩｓ2値が０．７以下（“震度６強の地震で倒壊の恐れがある”）であれば、耐

震改修の対象建物となっています。 

しかし、兵庫県南部地震による被害状況から、おおかたの建物の内、桁行方向（Ｘ方向）

の値が０．４以下の建物は倒壊、大破しているが、Ｉｓ2が０．６以上の建物であれば、小破

または小破に近い中破以下の被害でとどまっている調査報告があります。 

また、平成 19 年７月の新潟中越沖地震（飯山市：震度５強観測）では、飯山小や戸狩小、

第一中学校など外壁等の小破被害が見受けられた程度であります。 

 

※ 国の指導による耐震化年次計画の策定では，倒壊又は崩落する危険性が高い建物を短期間

で整備するようになっております。 

  計画対象となる建物は、Ｉｓ1･2 値が０．３未満の建物であり、原則、３年間（平成 20・

21・22 年度）で耐震化を完了すること。遅くとも５年間で確実に耐震化を完了することとな

っております。 

 

【Ｉｓ値に係る指標】 

●Ｉｓ  ＜  ０．３   倒壊または崩壊する危険性が高い 

●０．３≦Ｉｓ＜０．６   倒壊または崩壊する危険性がある 

●０．６  ≦  Ｉｓ   倒壊または崩壊する危険性が低い 

Ｉｓ値とは： 

①建物の強度 ②建物形状③経年劣化の要因から決まる建物の耐震性能を表す指標 

 

 

 

問合せ先：子ども課 学校教育係 
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